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Abstract　Purchasing　behavior　of　young　women　and　middle　aged　women　was　investigated

by　principal　component　analysis．　Fifty－six　pairs　of　female　college　students　and　their

mothers　were　asked　12　questionnaires　about　their　purchasing　behaviors　as　the　subjects，　and

also　12　questionnaires　about　their　clothing　consciousness　were　researched　in　order　to　sum

up　the　analysis　data．　The　following　eonclusion　was　obtained：
1
．

2

3

（キーワード

主成分分析：principal　component　analysis，女子学生：female　college　students，母親：mother）

Three　principal　components－daily　living，　conforming　and　feeling　factors－compose　the

structure　of　purchasing　consciousness．

For　daily　living　factor，　the　correlation　between　students　and　their　mothers　was

confirmed．

In　the　high　and　low　clothing　consciousness　groups，　the　mean　value　of　the　principal

component　scores　showed　significant　difference．

　　　　　購買行動：purchasing　behavior，意識構造：consiousness　structure，

1．はじめに

　大衆社会，消費社会，あるいは情報社会1）な

どとも呼ばれ幅広い様相を呈しているのが現代

社会である．このような現在の社会環境におけ

る女子大学生とその母親における購買行動の要

因を，被服の非言語コミュニケーションとして

の役割意識に立脚しながら明らかにすることを

本研究は目的としている．

　着装を研究対象とする場合，多くの視点から

のアプローチが可能と思われるが，流行意識は

その一例である．その最も古典的なものとして

は，人が流行を採用する場合，自分の個性を他

人から区別し誇示したいために流行を取り入れ

るという個性化という側面と，反対に人から目

立って孤立するのを恐れ周囲と同じように流行

を取り入れるという同調の側面という相反する

2っの動機が，共に存在すると指摘した

Simme1の理論2）が挙げられる．本研究におい

ては，このように，人々の意識に普遍的に存在

する意識構造の検討を通して，購買行動を促す

支配要因を解析し，ファッション科学の基礎と

なる情報を集積しようとするものである．

’　文化女子大学

脚　共立女子大学

2．研究方法

　2－1．調査対象者

　東京都内の共立女子大学家政学部3年生56

名とその母親56名，合計112名を調査対象と

した．その際，被験者である親と子の対応関係
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を明確に把握しておいた．　　　　　　　　　　　いた．表2にその調査項目を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上購買行動に対する12項目および着装意

　2－2．調査方法　　　　　　　　識に関する8項目，合計20項目に対して，被
　女子大学生，その母親共に質問紙調査法によ　　　験者による「とても当てはまる」から「あまり

り調査を行った。女子大学生は集合調査法，母　　　あてはまらない」までの5段階評価を得た．

親は郵送法により実施した．　　　　　　　　　　　　購買行動に対する12項目に関しては，主成

　購買行動に対する態度は，佐々木による購買　　　分分析（バリマックス回転）を行った．その際

態度の評価設問3）により検討した．表1にその　　　に，母親と学生から得られたデータを一つのデー

調査項目を示す．着装意識についての項目は，　　　タセットとして扱うというボンド法5）を用いた．

飽戸がファッション・ライフスタイルを探るた　　　着装意識においては，評価得点を単純集計した．

あに作成したもの4）から8項目を選び出して用

　　　　　　　　　　　　　　　　　表1購買行動に関する調査項目

番号 質問内容

1 ・買うときにはよくバーゲンセールを利用する。

2 ・流行中のものを買う。

3 ・どの店で買えば得かを行く前によく調べてみる。

4 ・そのもののムードや情緒を特に重視して買う。

5 ・買う時は必要最低限にとどめておく。

6 ・買う時には店員がすすめるものにする。

7 ・買う時にはよく広告されているブランドを買う。

8 ・実用性とか使いやすさを特に重視して買う。

9 ・見た感じとか美しさを特に重視して買う。

10 ・できるだけ多くのものと比較した上で買うものを決める。

1
1

・新しい物が出たときは人より早く買う。

12 ・とにかく安くて経済的な物を買う。
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表2　清装意識に関する調査項目

番号 質問内容

1 ・衣服は自分の個性を表すのに重要な方法の一つだと思う。

2 ・どうせ買うのなら、なるべく自分を目立たせるようなものを買いたい。

3 ・多くの人が着ているような平凡なスタイルの服は着たくない。

4 ’・ ∮凾ﾅ自分の服が仲間と同じようなものでないと何となく不安になる。

5 ・みんなの中で自分だけが目立つような服装をするのは気がひける。

6 ・みんなが着ているのと同じような服をつとめて選ぶようにしている。

7 ・どちらかというと地味な服装より派手な服装が好きだ。

8 ・服装を目立たないようにするのが本当のおしゃれだと思う。

2－3．　調査時期

1996年7月～8月置ある．

3．結果および考察

　3－1．購買行動の意識構造の解明

　購買行動に対する意識を明らかにするために，

20項目に対する112名の回答をもとに，主成

分分析により解析を行った．この際に用いたボ

ンド法は数量化3類のみならず6），主成分分析

に類似した因子分析においても従来このような

方法がとられているの．

　その結果，固有値および寄与率の関係から3

個の主成分が抽出された．なお，固有値及び寄

与率は表3に示す通りであり，3個の主成分に

よる累積寄与率は47．3％である．

　図1は，第1主成分を横軸，第2主成分を縦

軸にとった平面座標上に，12項目を布置した

構造図である．第1主成分では，「とにかく安

くて経済的なものを買う」，「できるだけ多くの

ものと比較した上で買うものを決める」，「どの

店で買えば得かを行く前によく調べてみる」と

いった項目がプライス側に布置している．また

マイナス側には「買う時には店員がすすめるも

のにする」という項目が布置している。このこ

とから，第1主成分は店員のすすめやブランド

などの要因に流されずに，日常的な生活を意識

して購買行動をとるという生活意識重視の主成

分として解釈を行うことができる．

　第2主成分では，「買うときにはよく広告さ

表3購買行動に関する主成分の固有値と累積寄与率

主成分 固有値 累積寄与率（96）

1
　
　
2
　
　
3

2．　308

Q．　134

P．　235

19．　233

R7．　020
S7．　3　1　2
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第2主成分
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図1購買行動に関する主成分分析のおける第1主成分と第2主成分の関係

れているブランドを買う」，「新しいものが出た

ときは入より早く買う」，「流行中のものを買う」

などの項目がプラス側に布置している．また，

マイナス側の布置である「買うときには必要最

低限にとどめておく」が否定されている．つま

り，周囲の人々が認知しているものを購買し，

周りに同調しようとする態度がうかがえる．こ

のようなことから，同調意識重視の主成分と命

名した．

　図2は，第1主成分を横軸に，第3主成分を

縦軸にとった平面座標上に，図1と同様に12

項目を布置した構造図である．第3主成分にお

いては，「そのもののムードや情緒を特に重視

して買う」，「見た感じとか美しさを特に重視し

て買う」といった項目がプラス側に布置してい

る．また，マイナス側には「実用性とか使いや

すさを特に重視して買う」といった項目が布置

しているので，実用性や使いやすさよりも，雰

囲気やイメージを優先するという購買態度がう

かがえる．このことから，第3主成分はフィー

リング重視の主成分とした．

　以上をとりまとめると，購買行動に対する意

識構造は生活意識重視，同調意識重視，フィー

リング重視という3っの主成分により構成され

ていることが本研究から見出された結論とされ

る．

3－2．購買行動における親と子の意識の関係

主成分分析の特徴の一つに主成分が求められ

ると共に，各被験者である個人個人の主成分得
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第3主成分
e．8
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比較した上での購入

10 8 1 1 1

◆　　　1

◆

（1．4　　　　－0．2 Φ 0．2 0．4 バーゲン0．6 0．8

の利用

○
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○
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e．6

第1主成分

図2　購買行動に関する主成分分析における第1主成分と第3主成分の関係

点が得られることがある．この主成分得点は抽

出された各主成分に対する被験者の関連の程度

を示すものであることから，3個の主成分にお

ける親と学生である子の間の関連について検討

することができる．

　このことから，3個の主成分の主成分得点に

ついて学生と母親の相関係数を求め，親と子の

意識の関わりをみた。その結果は表4に示すよ

うに，3個の主成分のうち第1主成分が危険率

5％で有意であった．すなわち，購買行動にお

いて雰囲気などに流されずに，日常的な実質さ

を重視するという生活意識重視の主成分に個々

の対となる親と子の意識の間に有意な相関が認

められたわけである．したがって，節約的で経

済観念の優れた購買態度をとるという意識は，

親から娘へ無視できない影響を与えていると言

える．

　同調意識重視においては，親子間で相関が認

められなかった．これは，同じ家族に属してい

ても，一歩外に出ればそれぞれが帰属する違っ

た社会環境が存在するからだと思われる．接触

する人間関係が異なれば，購買に対する意識へ

の影響も異なってくると推測される．

　フィーリング重視という購買行動における側

面においても，同調意識重視と同様の理由で相

関が認められなかったものと考えられる．

　以上のような購買意識における親と子の関わ

りは，3個の主成分のうちの1個の主成分しか

ないと言う結果から，購買行動に対する意識構

造は，家庭における親から子に対する大きな影
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表4　購買行動に関する主成分分析の主成分得点による相関係数

（　）内は相関係数

繁1主成分　生活意識重視 第2主成分　同源意識重視 第3主成分　フィーリング重視

学生 母親 学生 母親 学生 母親

学生

／
有　（0．393） 無 無 無 無第1主成分

ｶ活意識重視 鯛
有　（0、393）

／
無 無 無 無

学生 無 無 無 無 無第2主成分

ｯ調意識重視 母親 無 無 無

／
無 無

学生 無 無 無 無　第3主成分

tィーリング重視 母親 無 無 無 無 無

／’　p　〈O．　05

響力のみならず，社会環境から受ける影響力も

軽視しえないと結論される．このことは菊地の

見地8）に立つならば，今回親が子に影響を与え

ているとして明らかになった生活意識重視とい

う主成分は，1次的な関係である家庭という枠

組みの中で子に伝えられる．しかし，子が成長

して，自分の情報力や行動力，あるいは感覚を

身につけていくと，2次的な関係である学校や

社会という生活環境から大きな影響を受けはじ

めるとして解釈される．

　3－3．　着装意識の購買行動への影響

　着装意識と購買行動との関連を明らかにする

たあに，着装意識に関する8項目の評価得点に

ついて単純集計を行った．その評価得点の頻度

分布を図3に示した．これは，正規分布に近い

ものと見受けられる．

　この評価得点の頻度分布に基づき，上位約

30％に相当する30点以上の人を着装意識の高

群，下位約25％に相当する24点以下の人を着

装意識の低回とした．

　高群は，着装を個性表現の一つの手段として

用いており，また，人と同じような平凡な服装

はしたくないという意識の強い個性的なグルー

プであると思われる．一方の低群は，着装に対

して個性的ではない，いわば消極的とも言える

グループである．つまり，周囲の人と同じよう

な着装を選ぶ，と言った非個性的な意識の強い

集団と言いうる．

　このような着装における個性的なグループと

非個性的なグループの相違を各主成分間におい

て明らかにするために，各主成分ごとに個性的

な被験者と非個性的な被験者の主成分得点の平

均値を求め，それから平均値の差をt検定によっ

て吟味した．

　その結果，表4に示すように第1主成分であ

る生活意識重視と第3主成分であるフィーリン

グ重視の2っについて，危険率5％で有意差が

認められた．

　第1主成分である生活重視という側面におい

ては，個性的ではない非個性的な人々が高い値

を示し強い関連を有していると言える．すなわ

ち，安価なものを求め金銭的な利得を追求する

という経済的な面を重視する意識は，周囲と同

じような着装をとりたいという非個性的な人の

意識構造と共通性が高い．

　第2主成分である同調意識重視という側面に

おいては，個性的なグループの方がわずかに平

均値が大きいものの，非個性的なグループとの

有意な差は認められなかった．よく広告されて

いるブランドを買う，流行中のものを買うといっ

た購買意識は，着装に対する個性的あるいは非

個性的という両方のグループにもそれぞれ異なっ

たレベルで共に存在していると推測される．す
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図3　着装意識の評価得点の分布

なわち，個性的なグループにおいては，目立ち

たい，人から賞賛されたいという意識で周囲の

人に注意を払い，非個性的なグループは，目立

ちたくはないという気持ちから周囲をうかがう

ものと考えられる．

　第3主成分であるフィーリング重視という側

面においては，個性的な人々が高い値であり強

い関連を示している．これは，ムードや情報を

重視する意識傾向が強いほど，衣服を重要なも

のとして捉え，目立ちたいという個性化志向の

強い人々であると言えそうである．

　以上をまとめると，生活重視，フィーリング

重視という2っの要因においては，着装に対す

る個性，非個性という意識により差が認められ

た．購買行動と着装意識の関わりには，無視で

きない強さが存在することが明らかになったと

考えられる．

4．総 括

　女子大学生とその母親における購買行動を，

被服の非言語コミュニケーションとしての役割

意識に立脚しながら検討し，その要因を明らか

にすることを本研究は目的とした．

　共立女子大学家政学部3年生56名とその母

親56名，合計112名を親と子の対応関係を把

握しながら調査対象とした．購買行動に対する

12項目および着装意識に関する8項目，合計

20項目に対して，被験者による5段階評価を

得た．購買行動に対する12項目に関しては，

主成分分析を行い，着装意識においては，評価

得点を単純集計した．

　その結果，購買行動に対する意識構造は生活

意識重視，同調意識重視，フィーリング重視と

いう3っの主成分により構成されていることが

明らかになった．また，日常的な実質さを重視

するという生活意識重視の主成分において，親

子間に相関が認められた．

　着装意識と購買行動の関連をみるために，評

価得点の頻度分布に基づき，上位約30％の人

を着装意識の高群，下位25％の人を着装意識

の低群として，各主成分ごとに個性的なグルー

プと非個性的なグループの主成分得点の平均値

を求め，平均値の差についてt検定を行った．

生活意識重視とフィーリング重視の2っの主成

分について，危険率5％で有意差が認められた．

　本研究により，購買行動に影響を与える要因

の解明が試みられ，ファッション科学に有意な
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表5　着装意識の評価得点によりグループ分けした被験者の主成分得点による特性

非個性的グループ 個性的　グループ

主成分 有意差

平均値　　　標準偏差 平均値　　　標準偏差

1　生活意識重視 0267　　　　　0．891 一〇．243　　　　　1．088 ＊

2　同調意識重視 一〇．227　　　　　1，086 一〇．054　　　　　0．948

3　フィーリング重視 一〇．328　　　　　1．118 0。453　　　　　0．719 ＊

　　　t・　p　〈o．　05

基礎情報の集積がなされた．
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